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【 内 容 】天然有機物の醗酵過程から生ずる微生物群の生成物。 

原 材 料：穀類、麦芽、草木質、動物質（魚液） 

醗 酵 菌：コウジ菌、酵母、酢酸菌など。 

構成物質：酵素類、補酵素類、核酸類、ペプチド類（アミノ酸）、有機酸類。 

（無機化学成分やホルモンなどは使っていません） 

【 効 果 】 

①酵素類・有機酸が根毛・細根を動かし、白く太い根を伸ばします。 

②成り疲れ、病気などで弱った根も次々と更新し、新しい根が強く働き新芽が強 

く出て、植物を健全にします。 

③草勢・樹勢が弱った場合は、チッソなどの肥料よりも、まず、酵素液で根の力 

を速効的に回復させると、生長が旺盛になります。 

④根の活性による植物の生命力の維持、樹勢の向上が出来ます。 

⑤土壌・連作障害など、土と根の障害時にも、根を強く回復させます。 

 

【 使 い 方 】１０アール当り 

土壌灌水・灌注 

原液２～３ℓを灌水施用します。希釈倍率は適宜でかまいませんが、水量を多めにタップリ

と染込ませてください。特に根の草勢が衰弱しているときは５～１０ℓを灌水します。定期

的に使用する場合は２ℓ前後を半月毎に灌水します。 

※ 手灌水・灌注のときは３００倍～５００倍液を１株３００ｍℓ以上とします。 

 

濃縮酵素液 1ℓ容器のキャップ一杯（約 20ｍℓ）をバケツ（８～１０ℓの）で 

水に溶くと大体５００倍ぐらいになります。 

葉面散布 

５００倍早朝か夕方にタップリと散布。（必ず日中など暑い時間は避けてください） 

（濃縮酵素液に限らず暑い時間での散布は、障害がでるおそれがあります） 

定期的に葉面散布する場合は１～２週間ごとに５００～１，０００倍で。 

《育苗期》・・・本葉展開後３～４日間隔で８００～１，０００倍液を、葉の上からタップ

リ散布。（苗の小さい時、弱い作物には薄くしてください。濃いと障害が出るおそれがあり

ます。） 

 

苗の定植時 

５００倍液にドブ漬け、叉は５００倍液を植え穴に灌水。 

 

●チッソなどの肥料成分が欲しいときには『メガデルトン・ネオスリー』または『ネオゲ

ン』を混用してください。 

●作物の元気が良すぎる場合は、カルテックＣａ液状の使用で徒長を抑える方法がお勧め

です。特に花芽の促進にはカルテックＣａ液状をお使い下さい。 

 

【注意】液肥類、農薬とは通常混用できますが、一部テストしてからお使い下さい。 

当資材は酸性です。アルカリ性の農薬、資材とは混用しないで下さい。 PR0081-4(170801) 
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